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                                     様式３ 

論  文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （   山 本  翔 也   ）  

論文題名 
「領域」から読み解く集落再編の成立背景 

− 三重県尾鷲市の漁業集落を対象として − 

論文内容の要旨 

 人口減少が深刻化する現在，また，巨大地震等による津波災害の切迫性が高まる現在，漁業集落の再編に向けた

知見をいまのうちに獲得することは，過疎対策ならびに事前復興の観点から重要である．一方，既往事例が示すと

おり，漁業集落特有の「領域」は，集落再編遂行上の支障となり得る．漁業集落の再編と「領域」の関係を明らかに

することは，来る時機の漁業集落の再編に向けた，有用な意義を持つと考えられる． 

 本研究は，市の全域が過疎地域で，南海トラフ地震に伴う津波災害の切迫性が高まる三重県尾鷲市を対象に行う．

そして，尾鷲市のすべての漁業集落，および1941年に集落統合を行った尾鷲市南部の漁業集落，盛松浦と三木浦を

対象に，漁業集落の再編と領域（海側／陸側）の関係を明らかにすることを目的とする．また，得られた知見から，

来る時機の漁業集落の再編に向けた提案を行う．本研究は以下の6章から成る． 

 第1章では，本研究の前提となる「集落再編」と「領域」を定義した．「集落再編」は，①集落の空間が変化する

集落移転，②集落の社会単位が変化する集落統合・集落分化，または①と②の両方の変化，いずれかの変化と定義

した．また，双方に係るものとして，特定の集落機能の空間的，または一部社会単位の変化を指す機能再編を定義

した．「領域」は，それぞれの集落が生活や生業により占守する区域と定義，そのうえで，海側の領域を漁業権等が

規定する専用漁場の海域，陸側の領域を定住地・生産地・採取地の土地総体と定義した． 

 第2章では，尾鷲市における漁業集落の再編の特徴を，集落再編の定義に基づく分類のもと明らかにした．調査の

結果，3事例の集落移転と1事例の集落統合を確認した．また，『三木浦漁協文書』などの資料の解読により，盛松浦

と三木浦は，100年以上の海側の領域を巡る対立関係にありながらも，名実一体の集落統合を実現したことが明らか

になった．さらに，組合・神社・寺院・小学校の利用圏の変化などの観点より，計20回以上の機能再編を確認した． 

 第3章では，尾鷲市の漁業集落を対象に，海側の領域の実態を明らかにした．具体的には，専用漁業権（共同漁業

権）の領域と内容，漁業権行使上の集落間の協定，漁業権の変化を明らかにした．複数集落による入会の漁業権は，

一部の漁業で専用漁場を設定する，日付毎に専用漁場を設定する，日付毎の操業集落を設定する，といった集落間

の協定のもと成立する傾向が明らかになった．また，海側の領域の変化を計4回確認した． 

 第4章では，集落統合を行った盛松浦と三木浦を対象に，領域（海側／陸側）の実態を明らかにした．具体的には，

海側の領域として，漁業紛争，専用漁業権と定置漁業権の領域と内容，漁業権行使上の集落間の協定を，陸側の領

域として，盛松浦の集落移転先の土地利用・土地所有の変遷，盛松浦による集落移転先の土地取得の変遷を明らか

にした．盛松浦と三木浦の領域に顕著な変化をもたらした転換点に，①盛松浦の地先海面を巡る度重なる漁業紛争，

②盛松浦の三木浦地内への集落移転，という2つの事象が存在したことが明らかになった． 

 以上の知見より，第5章では，尾鷲市における漁業集落の再編について「領域」の観点から分析・考察した．主に

第2章と第3章の知見より，漁業集落の再編が海側の領域に及ぼす影響として，他集落の海側の領域に面する土地へ

の集落移転が，その海側の領域を取得するような変化を引き起こすこと，機能再編がその後の海側の領域の変化の

仕方を規定することを考察した．また，主に第2章と第4章の知見より，盛松浦と三木浦の集落統合の成立の要因と

して，盛松浦が転換点②により抱えた複数の課題を解消する条件を集落統合の契約に盛り込んだ一方で，三木浦は

漁業利益拡大のため，自集落の海側の領域に面する盛松浦の魚付林の取得を契約に盛り込むことで，集落間の利害

調整が図られ，集落統合が成立したことを考察した．他方，漁場利用に関する条件は補足的なものにとどまったが，

これは，転換点①により，盛松浦と三木浦の間で既に，漁業権行使上の複数の協定が交わされていたことが一因に

あると考えられる． 

 第6章では，得られた知見を整理のうえ，漁業集落の再編と領域の関係を考察した．そして，領域と領域の空間的

な“つながり具合”を考慮した「漁業集落の領域構成モデル」を提示，海側の領域と空間的につながる定住地，海側

の領域と空間的につながる採取地，という漁業集落特有の領域構成が，農山村と比較して漁業集落の再編を困難に

していることを考察した．また，以上を踏まえて，来る時機の漁業集落の再編に向けた提案を行った． 
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論文審査の結果の要旨及び担当者 

       氏  名  （  山本  翔也  ）  

論文審査担当者 

 （職） 氏     名 

主 査 

副 査 

副 査 

 

教授 

教授 

教授 

 

木多 道宏 

 横田 隆司 

 安福 健祐 

論文審査の結果の要旨 

 

 農山漁村地域の人口減少がますます深刻化する現代において、集落の統廃合は抜本的な対策として注目されてきた

が、都市計画・地域計画の分野では未だ解けない課題となっている。東日本大震災の被災地域では、流失した漁村群を

高所に統合移転させる構想が政府より提示されたが、各集落からの強い反対により断念されている。集落個々の社会的

紐帯が強い漁村については、集落間の合意形成は極めて困難であることが改めて認識される機会となった。 

 本論文は、今後発災が想定される南海トラフ地震により甚大な被害を受ける可能性が高い三重県尾鷲市の漁業集落

群を対象とし、文献調査、ヒアリングと現地踏査を基に、中世以降に当該地域で生じた集落再編の履歴の全体像を明ら

かにするとともに、集落統合を達成した事例について、統合の社会的・空間的なメカニズムを解明することを目的とし

ている。 

 

 本論文は、以下の 6章から構成されている。 

第 1章では、本論文の重要な論点である「集落再編」と「領域」について定義がされている。「集落再編」は空間も

しくは社会組織に生じる変化の組み合わせから定義できるものであり、集落統合は運営主体の社会的な統合を指して

いる。また、「領域」は、一つの集落が保有・活用する総体的なエリアであり、「海側の領域」と「陸側の領域」の双方

を扱う点に本論文の独創性がある。海側の「領域」には漁業権が存在し、陸側の「領域」は定住地、生産地、採取地か

らなるため、さまざまな利害関係が輻輳することが集落再編を困難にする要因となっている。 

 第 2章では、尾鷲市の漁業集落群において、鎌倉時代より現代までに生じた 20 回以上の集落再編の事例と特徴が明

らかにされている。そのうち、災害復興に大きな示唆を与えるものとして、集落移転 3 件、集落統合 1件の事例が見出

されている。 

 第 3章では、尾鷲市の漁業集落群を対象に、「海側の領域」の構造が明らかにされている。都市計画・地域計画分野

では、海域における漁業権の及ぶ範囲を特定した研究はほとんどなく、海側と陸側にまたがる漁業地域固有の生活圏の

特性を示す貴重な資料となっている。さらに、複数の漁業集落が漁業権を共有する海域について、集落間の空間的棲み

分け、時間的棲み分け、操業の順番による棲み分けの形態があることが示されている。 

 第 4 章では、集落統合が実践された盛松浦と三木浦を対象に、海側の領域と陸側の領域の変遷が明らかにされてい

る。盛松浦の地先海面をめぐる漁業紛争と盛松浦の集落移転の詳細な経緯を精査することで、両集落の統合に関する合

意形成が順調になされたのではなく、むしろ事前に対立や利害関係の調整が持続的に繰り返されてきたことが見出さ

れている。 

 第 5 章では、第 2 章で特定した漁業集落群における集落再編事例について、海側の領域と陸側の領域の影響関係を

考察した結果、集落移転が海側の領域の変化を誘発すること、集落間の共同関係の有無や内容が海側の領域の構造に影

響することなどが明らかにされている。また、盛松浦と三木浦の集落統合が成し遂げられた要因として、長年にわたる



漁場運用ルールの調整の実績があったことや、漁業制度上の問題の解決や漁場の水質の涵養など、様々な利害関係の調

整が契機となったことが考察されている。 

 第 6 章では、漁業集落群の再編と領域の変化の関係について知見が取りまとめられるとともに、漁業集落の統合に

は、相互の集落が抱える海側・陸側の様々な課題の解決が有効な契機となり得ることが示唆されている。 

 

以上のように、本論文は、集落の過疎化対策という普遍的なテーマを、南海トラフ地震への事前対策という領域の課

題と統合して解こうとした点、集落統合が難しいとされる漁村集落について、海側と陸側の両面から統合プロセスを読

解し、統合のための有効な示唆を得た点で、都市計画、地域計画の分野の発展に寄与すること大である。 

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  


